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する紛 pia-Pi+Aacos鉱 (B～% )と速く変化する部分,鵜 Bacoswt(O-筆 に























































微 視 的 レ ー ザ ー 理 論
筑波大･物理
お茶大･理
????????????
最近自己組織化ということが,種々の系で議論されている｡条件が整うと,ゆらぎが成長し
て巨視的なパターンなどが形成されるわけである｡Hakenは,これらの現象を平衡系の相転移
と関連させて統一的に解釈しようとしている｡つまり,はじめゼロであったオーダーパラメー
タが,ある条件下で自己組織化 (協力現象 )によりゆらぎを種にして成長し,有限の値をもつ
と考えるのである｡対称性の低い｢相｣,つまりオーダーパラメータが有限の値をもっ｢相｣で
巨視的なパターンなどが観測されると考えるのである｡
レーザーの発振現象も,オーダーパラメータがゼロである｢相｣がポンピングのため不安定
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